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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凹部が形成された測定対象物に対して略直交する方向の光を測定対象物に照射して凹部
の周縁に陰影を生じさせた状態で、測定対象物の凹部を濃淡表示した画像を取得する画像
取得工程を有する凹部深さの測定方法であって、
　前記画像の凹部に対応する部分の略中心から周縁までの階調値に基づいて凹部深さを算
出する計算工程を設けたことを特徴とする凹部深さの測定方法。
【請求項２】
　前記計算工程では、凹部深さを前記画像の凹部に対応する部分の略中心から互いに異な
る少なくとも２方向についてそれぞれ算出したうちの最大値とすることを特徴とする請求
項１に記載の凹部深さの測定方法。
【請求項３】
　前記計算工程の凹部深さを実測値との相関関係に基づいて実測値に接近させるように修
正する補正工程を設けたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の凹部深さの測定
方法。
【請求項４】
　凹部が形成された測定対象物を載置可能な載置部を備えた位置決め手段と、
　前記位置決め手段の前記載置部に対して所定間隔を空けてそれぞれ対向配置され、前記
位置決め手段の前記載置部に向かって光を照射する照明手段と、
　前記位置決め手段の前記載置部側を撮影して濃淡表示した画像を取得する撮像手段と、
　前記画像に対して請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の凹部深さの測定方
法の少なくとも計算工程を実行する演算手段と、
を備えたことを特徴とする検査装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の検査装置は、凹部が形成された測定対象物を載置可能な載置部を備えた位置決
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め手段と、前記位置決め手段の前記載置部に対して所定間隔を空けてそれぞれ対向配置さ
れ、前記位置決め手段の前記載置部に向かって光を照射する照明手段と、前記位置決め手
段の前記載置部側を撮影して濃淡表示した画像を取得する撮像手段と、前記画像に対して
請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の凹部深さの測定方法の少なくとも計算
工程を実行する演算手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　この発明によれば、凹部が形成された測定対象物を前記位置決め手段の前記載置部上に
載置すると、前記照明手段の光が測定対象物の略真上から測定対象物の表面を照射すると
ともに、前記撮像手段が測定対象物の略真上から測定対象物の表面を撮影して濃淡表示し
た画像を取得し、前記演算手段が前記濃淡表示した画像に対して前記凹部深さの測定方法
の少なくとも計算工程を実行するので、測定対象物の凹部の深さを非接触で短時間に検出
できる。
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